
 
 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：橋本徹、以下「DBJ」という。） 
は、このたび「四国における自治体の防災対策に関する調査－地域防災力の 
向上に向けて－」と題した調査レポートを発行しました。 
 
当レポートは、DBJが、平成25年12月に公表した都道府県と人口5万人以上の 

市区町村を対象とした防災対策に関するアンケート調査の結果を四国版として 
整理したもので、今後の地域防災への取り組みに向けた示唆として以下の点を 
挙げています。 

 
・避難経路など重要な情報を記載したハザードマップのより実践的な活用 
・自治体の長のリーダーシップのもとでの BCP の策定促進 
・高い防災意識を活かし、全国に先駆けるモデルの構築 

 
当レポートをご希望の方は、DBJウェブサイト「地域・海外レポート（四国）」 

（http://www.dbj.jp/investigate/area/shikoku/index.html）に掲載しております 
ので、ご参照ください。 

 
 DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融 
活動による課題解決で、お客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現して 
いきます～」に基づき、今後とも地域のお役に立てる情報発信を積極的に 
行ってまいります。 
 
 
 

 

「四国における自治体の防災対策に関する調査 

－地域防災力の向上に向けて－」を発行 

平成 26 年 5 月 2 日

株式会社日本政策投資銀行

代表取締役社長 橋本 徹

【お問い合わせ先】 

地域企画部      電話番号 ０３－３２４４－１１００ 

四国支店 企画調査課 電話番号 ０８７－８６１－６６７６ 


